■専門部会からの報告資料４

令和７年度　精神障害支援部会　報告書
	■第２回精神障害支援部会

	日時：令和７年１２月２２日（月）　１３時３０分～１５時３０分

	会場：品川区役所第２庁舎５階　２５３会議室


	１．品川区地域自立支援協議会全体会での報告内容について 

	令和７年度第２回地域自立支援協議会の報告を行った。


	２．精神障害者の地域生活支援における検討課題について

	前回部会にて、在宅での生活スキルに関する支援の課題が出ており、
居宅介護（家事援助）サービスや自立生活援助を活用している事例のある事業所より、事例紹介を行った。紹介された事例も参考にしながら、グループワークで、下記２点について意見を出し合った。
①「居宅介護（家事援助）サービスを導入している精神障害者で、障害特性とサービス内容から、自立支援という視点で課題と感じていること」
【本人家族・支援者】
・導入時に、やってもらう支援か、自立支援かの目標設定が曖昧になっている場合がある。そのためか、目標達成の目途が立たない。
・居宅介護（家事援助）サービスを活用するイメージを具体的にした方が良いのではないか。
・ヘルパー人材が不足しているうえ、精神障害のある方に対応できる事業所が少ない。
・病院から退院して居宅介護（家事援助）サービスを利用開始する場合、病院では在宅と同じ状況にないため生活評価が十分ではない。病院でやってもらうことに慣れてしまい支援者への依存がみられる場合がある。
【制度】
・自立生活援助のように、生活評価をしながら支援する社会資源が活用できると良いが、品川区には１事業所しかない。
・居宅介護（家事援助）サービスの単価が安く、人材が不足している。
・居宅介護（家事援助）サービスを無期限で利用できることで、支援者側は
アセスメントが緩くなり、利用者側は自立のモチベーションが上がりにくい。

1 「精神障害者が生活に必要なスキルを身につけるために、どのような自立　
支援をするとよいと考えるか」
【本人家族・支援者】
・退院時カンファレンスや担当者会議等で、関係者が見通し・目標を共有
　できるとよい。
・本人の評価シート、支援者の評価シートを作成し、評価をすり合わせる。
・スモールステップで都度振り返りを行うと、本人も支援者も実感を持って
　ステップアップできるのではないか。
【制度】
・疾患ごとに特性が様々であり、支援者向け研修があると良い。
・生活スキルの体験・評価ができる東京都の事業「グループホーム活用型
ショートステイ事業」の活用。区内や近隣にもあると良い。
・自立生活援助など、自宅に訪問し、生活スキルの自立支援につながる支援が必要。


	３．次年度に向けた取り組み事項について

	・部会の委員である関係機関や当事者等お互いが、事業所の役割・支援内容や課題を知り合うことで、理解を深め精神障害者がより利用しやすい資源・連携を目指す。
・他地域で活用されている案内・資料・パンフレットなどを調べ、精神障害の
　ある方が社会資源についてわかりやすいツールを検討する。
・引き続き、生活スキルの自立支援に関するサービスなどについて、事例共有、　や学び合うことで、利用者にとってより良いサービスのあり方や支援体制について検討する。


	　出席：部会長：社会福祉法人　福栄会　精神障害福祉課長

	　　　　部会員：１．品川区精神障害者地域生活支援センター

	　　　　　　　　２．品川区発達障害児者相談支援センター

	３．品川区東品川精神障害者相談支援センター

	　　　　　　　　４．インクル南品川障害者相談支援センター

	　　　　　　　　５．相談支援事業所スタンドアウト品川

	　　　　　　　　６．まるまる荘

	　　　　　　　　７．かもめ工房

	　　　　　　　　８．NTT東日本関東病院　

	　　　　　　　　９．訪問看護ステーション デューン品川

	　　　　　　　　10．訪問看護ステーション デライト品川

	　　　　　　　　11．東京都立中部総合精神保健福祉センター

	　　　　　　　　12．品川保健センター

	　　　　　　　　13．荏原保健センター

	　　　　　　　　14．大井保健センター

	　　　　　　　　15．保健予防課　

	　　　　　　　　16．当事者
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